
平和を考える
時間
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2019
No.968

広報りっとう

今月の主な内容
・特集：災害への備えを
・令和２年４月からの保育園等・幼児園･幼稚園の入園案内
・9月は「同和問題啓発強調月間」
・児童館の開館日が週３日に

８月５日（コミュニティセンター金勝）
　夏休みに市内各所で「平和学習」を開催。金勝学区では大阪府堺
市の空襲を体験した子どもが主人公の原作アニメ「おかあちゃんご
めんね」を鑑賞。戦時食の試食体験では、健康推進員の皆さんの手
作りおやつ「蒸し蒸し」をいただきました。74年前の戦争を振り
返り、平和の尊さを感じる時間になりました。



2No.968　2019. ９. １　広報りっとう

災害への備えを
　地震や突発的な災害は予測が難しく、また風水害については発生予測は可能ですが
被害の規模までを予測することは困難です。いざというときに素早く安全に行動で
きるよう、日ごろから防災意識を高めて、災害に備えましょう。

９
月
1
日
は
防
災
の
日
で
す
。
昨
年
、

6
月
に
発
生
し
た
大
阪
北
部
地
震
、
7
月

に
発
生
し
た
西
日
本
豪
雨
は
各
地
で
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

平
成
25
年
９
月
の
台
風
第
18
号
で
は
、

市
内
で
記
録
的
な
豪
雨
に
襲
わ
れ
、
大

き
な
被
害
を
受
け
、
自
然
災
害
の
脅
威

を
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
い
つ
ど
こ
で
発
生
す

る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
対
し
て
、
市
で

は
「
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
主
要

な
施
策
と
し
て
掲
げ
、
防
災
・
減
災
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
被
害
を
抑
え
る
に
は
、

行
政
・
消
防
機
関
な
ど
に
よ
る
救
助
や
救

援
な
ど
の
「
公
助
」
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
身

を
自
分
で
守
る
「
自
助
」、
ま
た
地
域
で

互
い
に
協
力
し
合
う
「
共
助
」
の
連
携
が

必
要
で
す
。

市
で
は
災
害
に
備
え
、
同
報
系
防
災
行

政
無
線
や
緊
急
速
報
メ
ー
ル
（
エ
リ
ア
メ

ー
ル
）、
防
災
・
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム
な
ど

で
市
民
の
皆
さ
ん
に
情
報
提
供
を
し
て
い

ま
す
。
風
水
害
や
土
砂
災
害
の
み
な
ら
ず
、

近
い
将
来
発
生
が
予
想
さ
れ
る
琵
琶
湖
西

岸
断
層
帯
地
震
や
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な

ど
の
大
災
害
や
緊
急
事
態
の
発
生
に
対
し

て
日
ご
ろ
か
ら
備
え
て
、
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

　
～
公
助
・
自
助
・
共
助
～

　9 月 15 日午後 1 時 54 分に大雨洪水強風注意報、午後 6 時 48 分に大雨警報、午後 9
時 13 分に洪水警報、午後 9 時 55 分に土砂災害警戒情報が発表、翌 16 日午前 5 時 5 分
に大雨特別警報が発表されました。同日午前 11 時 30 分に大雨特別警報が解除された
のを始め、17 日午後までにすべての警報注意報が解除されました。
　この豪雨により、死者 1 人、住家の被害は全壊 4 棟、半壊 13 棟、一部損壊 16 棟、
床上浸水 12 棟、床下浸水 127 棟、非住家被害は公共建物 1 棟、その他 12 棟、安養寺
山斜面山崩れ 12 箇所、目川地先金勝川決壊、農作物被害面積 42.35ha、市道被災路線
20 路線、林道崩壊箇所 61 箇所に及びました。

　平成 25 年（2013 年）台風第 18 号　栗東市内の被害

問危機管理課　☎551-0109　ＦＡＸ518-9833
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水
害
・
土
砂
災
害
の
防
災
情
報
の
伝
え
方
が
変
わ
り
ま
し
た

警戒
レベル 避難情報 住民のとるべき避難行動 警戒レベル相当情報

（気象庁などが発表）

警戒
レベル

５

災害発生情報
注１ 

（市が発令）

既に災害が発生している状況です。
命を守るための最善の行動をとり
ましょう。

警戒レベル５相当情報
氾濫発生情報
大雨特別警報　など

警戒
レベル

４

避難勧告
避難指示（緊急）
注 2

（市が発令）

速やかに避難先へ避難しましょ
う。注３
公的な避難所（場所）までの移動
が危険と思われる場合は、近くの
安全な場所や、自宅内のより安全
な場所に避難しましょう。

警戒レベル４相当情報
氾濫危険情報
土砂災害警戒情報 など

警戒
レベル

３

避難準備・高齢
者など避難開始
（市が発令）

避難に時間を要する人（高齢者、
障がい者、乳幼児など）とその支
援者は避難しましょう。その他の
人は、避難の準備を整えましょう。

警戒レベル３相当情報
氾濫警戒情報
洪水警報
大雨警報　など

警戒
レベル

２

洪水注意報
大雨注意報等

（気象庁が発表）

避難に備え、ハザードマップなど
により、自らの避難行動を確認し
ましょう。 警 戒 レ ベ ル 相 当 情 報

は、住民が自主的に避
難行動をとるために参
考とする情報です。警戒

レベル
１

早期注意情報
（気象庁が発表） 災害への心構えを高めましょう。

　
「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
」
を
踏
ま
え

て
、
避
難
情
報
を
直
感
的
に
伝
え
ら
れ

る
よ
う
、
内
閣
府
に
よ
り
、
住
民
の
皆

さ
ん
が
と
る
べ
き
行
動
と
避
難
情
報
な

ど
を
５
段
階
の
「
警
戒
レ
ベ
ル
」
に
整

理
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
基
づ
き
本
市
で
も
こ
れ
ま
で

の
避
難
情
報
を
、
警
戒
レ
ベ
ル
を
用
い

た
方
法
に
よ
り
発
令
し
ま
す
。
こ
の
う

ち
、【
警
戒
レ
ベ
ル
3
】
で
は
、
高
齢

者
な
ど
の
避
難
に
時
間
を
要
す
る
人
と

そ
の
支
援
者
は
避
難
を
開
始
、
そ
の
他

の
人
は
避
難
の
準
備
と
な
り
、【
警
戒

レ
ベ
ル
4
】
で
は
、
全
員
避
難
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
気
象
庁
な
ど
か
ら
「
警
戒
レ

ベ
ル
相
当
情
報
」
が
発
表
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
警
戒
レ
ベ
ル
相

当
情
報
」
が
発
表
さ
れ
た
と
し
て
も
、

必
ず
し
も
栗
東
市
か
ら
同
じ
タ
イ
ミ
ン

グ
で
同
じ
レ
ベ
ル
の
避
難
情
報
が
発
令

さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
自
主
的
な

避
難
行
動
を
と
る
際
に
活
用
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

自
ら
の
命
は
自
ら
で
守
る
意
識
を
持

っ
て
、
適
切
な
避
難
行
動
を
と
り
ま
し

ょ
う
。

注１ 可能な範囲で発令
注２ 緊急的または重ねて避難を促す場合に発令
注３ 避難先は公的な避難場所に限りません。近くの家族や親戚、知人
　　 宅への避難を日ごろから相談しておいてください。

「警戒レベル」で避難のタイミングを伝えます！

◦◦災害への備えを◦◦

（内閣府資料より）
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野
洲
川
の
洪
水
情
報
を
緊
急
速
報

メ
ー
ル
で
発
信

■
野
洲
川
の
洪
水
情
報
が
緊
急
速
報

メ
ー
ル
で
発
信
さ
れ
ま
す

国
が
管
理
す
る
野
洲
川
で
、
川
が
氾

濫
す
る
可
能
性
が
高
ま
っ
た
時
に
、
そ

の
周
辺
に
い
る
人
に
氾
濫
の
危
険
を
お

知
ら
せ
す
る
防
災
気
象
情
報
が
自
動
配

信
さ
れ
ま
す
。

緊
急
速
報
メ
ー
ル
が
届
い
た
ら
、

本
市
か
ら
の
避
難
情
報
を
確
認
す
る

と
と
も
に
、
各
自
安
全
を
確
保
す
る

な
ど
、
適
切
な
防
災
行
動
を
と
っ
て

く
だ
さ
い
。

■
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
か
ら
防
災
気
象
情

報
や
リ
ア
ル
タ
イ
ム
河
川
情
報
な
ど

を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す

6
月
か
ら
水
害
・
土
砂
災
害
情
報
統

合
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
開
設
し
ま
し

た
。
風
水
害
な
ど
の
有
事
の
備
え
と
し

て
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

◦
水
害
・
土
砂
災
害
情
報
統
合
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
（ https://w

w
w

.
river.go.jp/portal/ 

）

◦
川
の
防
災
情
報
な
ど
は
、
左
記
の
と

お
り

問
国
土
交
通
省
琵
琶
湖
河
川
事
務
所

調
査
課  

☎
546-

０
８
４
４ 

河川管理者（国）・気象庁

住民の皆さん

携帯電話会社

防
災
・
防
犯
情
報
の
メ
ー
ル
配
信

　

市
で
は
、
防
犯
情
報
の
ほ
か
、
防
災

行
政
無
線
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
放
送
し

て
い
る
防
災
情
報
な
ど
を
メ
ー
ル
配
信

し
て
い
ま
す
。

　

配
信
す
る
情
報
は
、

①
防
犯
情
報
（
不
審
者
情
報
な
ど
）

②
気
象
警
報（
大
雨
な
ど
の
気
象
警
報
）

③
土
砂
災
害
警
戒
情
報

④
竜
巻
注
意
情
報

⑤
震
度
情
報（
地
震
発
生
後
の
震
度
情
報
）

⑥
国
民
保
護
情
報
（
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
情

報
な
ど
）

で
す
。

<

登
録
方
法>

◦
パ
ソ
コ
ン
ま
た
は
、
携
帯
電
話
か
ら

次
の
ア
ド
レ
ス
に
空
メ
ー
ル
を
送
信

し
て
く
だ
さ
い
。

◦
登
録
案
内
メ
ー
ル
が

届
き
ま
す
。

◦
画
面
の
案
内
に
従
い
、

登
録
く
だ
さ
い
。

<

注
意
事
項>

◦
迷
惑
メ
ー
ル
対
策
と
し
て
ド
メ
イ

ン
指
定
受
信
を
設
定
し
て
い
る
人

は
、
解
除
す
る
か
、
先
に
ド
メ
イ
ン

「city-ritto.jp

」
を
登
録
し
て
く
だ

さ
い
。

◦
防
災
・
防
犯
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム
で

は
、
登
録
か
ら
12
か
月
が
経
過
す
る

と
、
メ
ー
ル
配
信
の
継
続
を
確
認
す

る
メ
ー
ル
を
自
動
送
信
し
て
い
ま
す
。

　

配
信
継
続
を
希
望
す
る
人
は
、
お
手

数
で
す
が
、
案
内
に
従
い
、
継
続
登

録
く
だ
さ
い
。

※
確
認
メ
ー
ル
の
配
信
か
ら
14
日
経
過

す
る
と
自
動
的
に
登
録
解
除
と
な
り

ま
す
。

■
防
災
行
政
無
線
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

市
で
は
、
市
内
に
設
置
し
て
い
る
防

災
行
政
無
線
か
ら
防
災
情
報
を
放
送
し

て
い
ま
す
。
防
災
行
政
無
線
の
放
送
が

聞
き
取
れ
な
か
っ
た
と
き
に
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
に
電
話
を
か
け
る
と
、
録
音
さ

れ
た
放
送
内
容
が
確
認
で
き
ま
す
。

※
滋
賀
県
内
か
ら
の
み
か
け
ら
れ
ま
す

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
‐
０
３
１
８
９
９

　
　
　
　
　
（
ぼ
お
さ
い
は
こ
こ
）

※ＱＲコードから
もメール送信が
できます。

entry@city-ritto.jp

洪水情報 緊急速報メール

川の水位情報 川の防災情報

ハザードマップ
ポータルサイト

パソコンやスマー
トフォンで検索で
きます
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８
月
６
日
、
株
式
会
社
三
輪

タ
イ
ヤ
と
地
震
、
風
水
害
、
そ

の
他
の
災
害
が
発
生
、
ま
た
は

発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合

に
、
要
請
に
基
づ
き
、
車
載
発

電
装
置
付
タ
イ
ヤ
入
替
用
作
業

工
作
車
（
タ
イ
ヤ
サ
ー
ビ
ス

カ
ー
）
で
の
電
力
供
給
と
救
援

物
資
な
ど
の
保
管
に
つ
い
て
の

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

災
害
時
に
迅
速
か
つ
的
確
に

対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
、
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

　

協
定
調
印
式
で
は
、「
通
常

は
出
張
用
タ
イ
ヤ
交
換
車
と
し

て
利
用
し
て
い
ま
す
が
、
災
害

時
の
い
ざ
と
い
う
と
き
に
は
発

電
装
置
を
活
か
し
た
電
力
供
給

車
と
し
て
活
用
で
き
ま
す
。
他

社
に
な
い
技
術
で
社
会
貢
献
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

災害時の支援協力に関する協定を締結しました

▲株式会社三輪タイヤの三輪智信
代表取締役（左）

　

８
月
６
日
、
滋
賀
県
建
設
業

協
会
湖
南
支
部
か
ら
社
会
貢
献

活
動
の
一
環
と
し
て
、
平
成
28

年
の
ド
ロ
ー
ン
２
台
に
引
き
続

き
イ
ン
バ
ー
タ
搭
載
発
電
機
２

台
を
市
に
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し

た
。
市
民
が
安
全
安
心
に
暮
ら

せ
る
よ
う
に
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
上
で
、

発
電
機
は
停
電
時
の
電
力
供
給

の
一
端
を
担
う
非
常
に
有
効
な

も
の
で
あ
り
、
停
電
時
は
も
と

よ
り
、
普
段
か
ら
各
種
訓
練
な

ど
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
有
効
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

寄
贈
式
で
は
、「
災
害
時
の
避

難
所
な
ど
で
の
活
用
だ
け
で
な

く
、
日
ご
ろ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
場

面
で
使
い
、
役
に
立
て
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

インバータ搭載発電機を寄贈いただきました

▲滋賀県建設業協会湖南支部の猪飼英男支部
長（中央）

栗東市防災会

 　

地
域
の
た
め
に
！
防
災
・
減
災
に
取
り
組
む

◦
名
称
…
栗
東
市
防
災
会

◦
代
表
…
岩
本
敏
雄

◦
設
立
年
月
日
…

　

２
０
１
８
年
２
月
11
日

◦
会
員
数
…
37
人

　

平
成
26
年
度
か
ら
28
年
度
に
栗

東
市
で
開
催
さ
れ
た
防
災
士
養
成

講
座
の
受
講
者
た
ち
が
集
ま
り
、

こ
れ
ま
で
の
個
々
の
活
動
を
支
援

し
、
組
織
と
し
て
活
動
の
幅
を
広

げ
る
た
め
に
「
栗
東
市
防
災
会
」

を
結
成
し
ま
し
た
。

地
震
や
風
水
害
は
必
ず
起
き
る

こ
と
を
前
提
と
し
て
、
過
去
の
地

震
や
豪
雨
な
ど
に
よ
る
災
害
の
検

証
や
課
題
を
学
習
し
、
最
新
最
良

の
資
質
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
研

修
会
や
講
習
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
域
で
の
研
修
会
や

イ
ベ
ン
ト
で
の
活
動
支
援
を
通
し

て
、
地
域
住
民
の
防
災
力
を
高
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
で
何
が
で
き
る
の
か
、
ど

の
よ
う
に
生
か
す
の
か
、
ど
の
よ
う

に
関
わ
る
の
か
な
ど
を
常
に
考
え

な
が
ら
地
域
の
た
め
に
防
災
・
減
災

に
向
け
て
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

市民の
　防災

活動

▶７月27日、「人と防災未来センター」
研究員の河田慈人さんを講師に迎え
て、防災・減災・レジリエンス（縮災）
を学びました。熊本地震での避難所運
営のリーダー不足、西日本豪雨での避
難指示に対する理解不足など、貴重な
経験談や教訓を教えていただきました。

◦◦災害への備えを◦◦
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令
和
２
年
４
月
か
ら
の
保
育
園
等
・
幼
児
園･

幼
稚
園
の
入
園
案
内

■
対
象
年
齢

◦
市
立
保
育
園
・
幼
児
園
（
中
長
時
部
）
…
生

後
６
か
月
後
～
５
歳
児

◦
法
人
立
保
育
園
…
生
後
３
か
月
後
～

５
歳
児

　
（
た
だ
し
、
こ
だ
ま
乳
児
保
育
園
は
、

生
後
３
か
月
後
～
２
歳
児
）

◦
小
規
模
保
育
施
設
…
生
後
3
か
月
後

～
２
歳
児

　
（
た
だ
し
、
な
な
い
ろ
保
育
園
は
、

生
後
６
か
月
後
～
２
歳
児
）

◦
家
庭
的
保
育
施
設
…
生
後
６
か
月
後

～
２
歳
児

■
対
象
者

　

入
所
希
望
月
の
初
日
に
、
本
市
に
在

住
し
、
住
民
登
録
が
あ
る
人

■
入
園
基
準
（
保
育
の
必
要
性
）

　

入
園
希
望
月
に
保
護
者
や
同
居
の
親

族
な
ど
全
員
が
次
の
①
～
⑩
の
い
ず

れ
か
の
事
由
に
該
当
し
、
保
育
が
必

要
な
子
ど
も
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
保
育
の
必
要
性
に
つ
い
て
は

市
が
認
定
を
行
い
ま
す
。詳
し
く
は
、

入
園
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

①
保
護
者
が
就
労
に
よ
り
保
育
で
き
な
い

（
４
時
間
／
日
以
上
か
つ
16
日
／
月

以
上
） 

②
妊
娠
中
で
あ
る
、
ま
た
は
出
産
後
間

が
な
い

③
病
気
、
ま
た
は
心
身
に
障
が
い
を
有

し
て
い
る

④
同
居
ま
た
は
長
期
入
院
な
ど
し
て
い
る

親
族
を
常
時
介
護
・
看
護
し
て
い
る

⑤
災
害
復
旧
な
ど
に
当
た
っ
て
い
る 

⑥
求
職
活
動
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
る

⑦
就
学
し
て
い
る

⑧
虐
待
ま
た
は
Ｄ
Ｖ
の
お
そ
れ
が
あ
る

⑨
育
児
休
業
取
得
時
に
、
既
に
保
育
を
利

用
し
て
い
る
子
ど
も
が
い
て
継
続
利
用

が
必
要
で
あ
る 

（
出
産
後
１
年
ま
で
）

⑩
市
長
が
認
め
る
①
～
⑨
に
類
す
る
状

態
に
あ
る

■
保
育
の
必
要
量
に
応
じ
た
区
分
（
保

育
を
受
け
ら
れ
る
時
間
）　

　

保
育
時
間
に
つ
い
て
は
、
就
労
時
間

な
ど
の
保
育
の
必
要
量
に
応
じ
て
、

「
保
育
短
時
間
」
利
用
と
「
保
育
標

準
時
間
」
利
用
に
区
分
さ
れ
、
市
が

認
定
を
行
い
ま
す
。

市
立
保
育
園

法
人
立
保
育
園

市
立
幼
児
園
（
中
長
時
部
）

小
規
模
保
育
施
設

家
庭
的
保
育
施
設

就労時間
（保育の必要性）

保育の
必要量 保育時間

１か月あたり
６４時間以上
１２０時間未満

保育
短時間

１日あたり
最長８時間

１か月あたり
１２０時間以上

保育
標準時間

１日あたり
最長 11時間

▼

市
立
保
育
園
・
法
人
立
保
育
園
・
市
立
幼
児
園
（
中
長
時
部
）

　

小
規
模
保
育
施
設
・
家
庭
的
保
育
施
設

◦
保
育
短
時
間
認
定
、
保
育
標
準
時
間

認
定
の
保
育
時
間
は
、
園
ご
と
に
異

な
り
ま
す
。

◦
就
労
時
間
は
目
安
で
、
通
勤
時
間
も

考
慮
し
認
定
し
ま
す
（
入
園
調
整
の

基
準
で
は
通
勤
時
間
を
含
め
ま
せ

ん
）。

◦
就
労
時
間
が
保
育
短
時
間
認
定
に
該

当
す
る
場
合
で
も
、
保
育
を
必
要
と

す
る
時
間
帯
が
各
園
の
設
定
す
る
保

育
短
時
間
認
定
の
保
育
時
間
を
越
え

る
場
合
は
、
保
育
標
準
時
間
認
定
と

な
り
ま
す
。

名称 区分 電話番号
金 勝 第 1 幼 児 園 市立 558-0250
金 勝 第 2 保 育 園 市立 558-0068
葉 山 幼 児 園 市立 552-0079
葉 山 東 幼 児 園 市立 553-9102
治 田 保 育 園 市立 552-1079
治 田 東 幼 児 園 市立 554-0054
治 田 西 幼 児 園 市立 553-4651
大 宝 西 保 育 園 市立 553-6990
こ だ ま 保 育 園 法人立 554-5262
グ ラ ン マ の 家
保 育 園 法人立 554-1744
こ だ ま ふ れ ん ど
保 育 園 法人立 554-3239
治 田 西 カ ナ リヤ
第 三 保 育 園 法人立 553-3907

こだま乳児保育園 法人立 554-0581
大 宝 カ ナ リ ヤ
保 育 園 法人立 552-2088
栗東くじら保育園 法人立 554-9455
（ 仮 称 ）HOPPA
栗 東 下 鈎 法人立 未定
な な い ろ 保 育 園 小規模 599-3200
栗 東 く じ ら
小 規 模 保 育 園 小規模 598-0781
Ｈ Ｏ Ｐ Ｐ Ａ
栗 東 駅 前 園 小規模 574-8727
治 田 く じ ら
小 規 模 保 育 園 小規模 585-9990
ぱ れ っ と 園
～ た か の ～ 小規模 0748-56-1354
家 庭 的 保 育 の
家「 ふ わ り 」 家庭的 080-3529-1027
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市
立
幼
稚
園・市
立
幼
児
園（
短
時
部
）

利
用
者
負
担
額（
保
育
料
）

■
対
象
年
齢

　

３
歳
児
～
５
歳
児

■
対
象
者

　

申
込
書
提
出
時
に
、本
市
に
在
住
し
、

市
民
と
し
て
登
録
が
あ
る
人

■
申
込
受
付

乳
幼
児
数
の
増
加
に
伴
い
、
限
ら
れ

た
施
設
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、
就

学
を
控
え
た
４
・
５
歳
児
の
入
園
を
優

先
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
３
・
４
・
５
歳

児
の
入
園
申
込
を
10
月
に
一
斉
に
受
け

付
け
た
後
、
ま
ず
４
・
５
歳
児
の
ク
ラ

ス
数
を
決
定
し
ま
す
。

◦
時
間
…
8
時
30
分
～
17
時
15
分

◦
場
所
…
各
保
育
園
等
、
幼
稚
園
、
幼

児
園
、
幼
児
課

※
小
規
模
保
育
施
設
、
家
庭
的
保
育
施

設
、
開
園
予
定
の
「（
仮
称
）
Ｈ
Ｏ
Ｐ

Ｐ
Ａ
栗
東
下
鈎
」
で
の
受
付
は
で
き

ま
せ
ん
。（
幼
児
課
で
の
受
付
と
な
り

ま
す
）。

申
込
書
の
交
付
・
受
付
の
日
時
と
場
所

名称 電話番号
金勝第 1 幼児園 558-0250
葉 山 幼 児 園 552-0079
葉 山 東 幼 児 園 553-9110
治 田 幼 稚 園 552-2756
治 田 東 幼 児 園 552-1717
治 田 西 幼 児 園 553-4641
大 宝 幼 稚 園 552-1698
大宝幼稚園分園 551-5242
大 宝 西 幼 稚 園 553-3788

▲

市
立
幼
稚
園
・
市
立
幼
児
園
（
短
時
部
）

申込対象園 申込書交付日 申込み受付日

・市立幼稚園
・市立幼児園
　（短時部）

９月19日㈭
　　～
９月27日㈮

10月7日㈪
　　～
10月11日㈮

・市立保育園
・法人立保育園
・市立幼児園
　（中長時部）
・小規模保育施設
・家庭的保育施設

10月21日㈪
　　～
10月28日㈪

保
育
園
・
幼
児
園
の
令
和
２
年
４
月

か
ら
８
月
ま
で
の
利
用
者
負
担
額
は
、

子
ど
も
の
各
扶
養
義
務
者
の
平
成
31
年

度
の
市
町
村
民
税
額
の
合
計
額
に
よ
り

算
定
し
、
令
和
２
年
９
月
か
ら
令
和
３

年
３
月
ま
で
の
利
用
者
負
担
額
は
、
子
ど

も
の
各
扶
養
義
務
者
の
令
和
２
年
度
の
市

町
村
民
税
額
の
合
計
額
に
よ
り
算
定
さ
れ

ま
す
。
詳
し
く
は
、
申
込
書
類
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

※
本
年
10
月
ス
タ
ー
ト
の
幼
児
教
育
無
償

化
に
よ
り
、
幼
稚
園
保
育
料
は
無
料
で

す
。
保
育
園
保
育
料
は
３
歳
児
～
５
歳

児
、
０
歳
児
～
２
歳
児
の
非
課
税
世
帯

の
子
ど
も
は
無
料
で
す
。
な
お
、
３
歳

児
～
5
歳
児
は
、
保
育
料
と
は
別
に
主

食
費
と
副
食
費
（
給
食
代
）
が
必
要
で

す
（
副
食
費
は
一
定
の
条
件
で
無
償
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

※
市
立
保
育
園
、幼
児
園
（
中
長
時
部
）、

法
人
立
保
育
園
、
小
規
模
保
育
施
設

家
庭
的
保
育
施
設
は
、
い
ず
れ
に
入

園
し
て
も
、
同
じ
額
と
な
り
ま
す
。

※
保
育
短
時
間
認
定
の
利
用
者
負
担
額

は
、
保
育
標
準
時
間
認
定
の
利
用
者

負
担
額
の
４
分
の
３
の
額
で
す
。

※
施
設
見
学
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に

各
園
へ
電
話
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
保
育
の
必
要
性
に
応
じ
て
入
園
申
込

み
の
判
断
を
す
る
こ
と
か
ら
同
一
世

帯
で
は
、
保
育
園
等
・
幼
児
園
（
中

長
時
部
）
と
幼
稚
園
・
幼
児
園
（
短

時
部
）
と
の
両
方
に
申
し
込
む
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

※
現
在
（
令
和
元
年
度
中
）、保
育
園
等
、

幼
稚
園
・
幼
児
園
に
在
園
し
て
い
る

園
児
も
、
申
込
み
が
必
要
で
す
。

※
入
園
基
準
に
該
当
し
な
い
場
合
や
、

受
け
入
れ
可
能
人
数
を
超
え
た
場
合

は
、
入
園
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
後
、
各
園
に
お
け
る
残
り
の
保

育
室
の
状
況
に
応
じ
て
３
歳
児
の
受
け

入
れ
を
行
い
ま
す
が
、
申
込
人
数
が
３

歳
児
の
受
け
入
れ
数
を
超
え
た
園
へ
の

入
園
は
、
そ
の
園
に
申
込
み
を
さ
れ
た

当
該
通
園
区
域
内
の
全
て
の
３
歳
児
を

対
象
と
し
て
抽
選
を
行
い
ま
す
。
抽
選

と
な
っ
た
場
合
は
、
10
月
末
日
ま
で
に

郵
送
で
通
知
し
ま
す
。
抽
選
が
な
い
場

合
は
、
通
知
は
し
ま
せ
ん
。

　

抽
選
日
は
、
申
込
書
類
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

　

な
お
、
抽
選
の
結
果
、
入
園
で
き
な

か
っ
た
人
は
、
通
園
区
域
外
で
受
け
入

れ
可
能
な
園
を
選
ぶ
こ
と
も
可
能
で
す
。

（
仮
称
）
Ｈ
０
Ｐ
Ｐ
Ａ
栗
東
下
鈎

令
和
２
年
４
月
に
開
園
予
定
の
施
設
概

要
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。
詳
細
は
９
月

配
布
予
定
の
入
園
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
園
名
…
（
仮
称
）
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ａ
栗
東
下
鈎

◦
所
在
地
…
下
鈎
１
６
９
９
、１
７
０
１

◦
設
置
・
運
営
主
体
…
株
式
会
社
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ａ

◦
対
象
年
齢
…
生
後
３
か
月
後
～
５
歳
児

◦
定
員
…
１
１
０
人

◦
開
所
日
…
月
曜
日
～
土
曜
日（
日
曜
、

祝
日
、
年
末
年
始
は
休
み
）

◦
保
育
時
間
…
７
時
～
18
時

◦
そ
の
他
…
給
食
あ
り　

　

延
長
保
育
あ
り
（
18
時
～
19
時
）

※
保
育
時
間
な
ど
は
今
後
、
変
更
さ
れ

　

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
幼
児
課

　

☎
551- 

０
４
２
４ 

ＦＡＸ
551 - 

０
１
４
９

　

ま
た
は
各
園
へ
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本
市
上
下
水
道
事
業
で
は
、
10
月
１

日
か
ら
の
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴

い
、
課
税
対
象
で
あ
る
上
下
水
道
料
金

お
よ
び
水
道
加
入
金
は
、
適
用
す
る
税

率
を
現
在
の
８
％
か
ら
10
％
に
変
更
し

ま
す
。

　　

な
お
、
上
下
水
道
料
金
は
、
継
続
供

給
契
約
に
基
づ
く
経
過
措
置
が
適
用
さ

れ
る
た
め
、
10
月
１
日
以
前
か
ら
継
続

し
て
ご
利
用
の
人
に
は
、
10
月
１
日
以

降
の
初
め
て
の
検
針
に
限
り
、
旧
税
率

８
％
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
10
月
以
降
に
上
下
水
道
の
利
用
を
開

始
さ
れ
た
場
合
や
閉
栓
に
伴
う
精
算

な
ど
、
前
記
の
経
過
措
置
が
適
用
さ

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま

た
は
、
10
月
以
降
の
検
針
時
に
配
布
予

定
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。　

問
上
下
水
道
課 

　

上
下
水
道
管
理
係（
上
下
水
道
料
金
）

　
　

☎
551-

０
１
3
５

　

上
下
水
道
業
務
係
（
水
道
加
入
金
）

　
　

☎
551-

０
１
２
３

　

   

ＦＡＸ
554-

３
８
６
６

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
う
上
下
水

道
料
金
な
ど
へ
の
適
用
税
率
の
変
更

継続
利用

消費税率改定

利用
開始

消費税率改定

○ 10月以前から継続利用の場合

○ 10月以降、使用を開始された場合

初回検針

初回検針

次回検針

８％ 10％

10％

次回検針

10％

10/1

10/1

幼
稚
園
、
保
育
園
、
幼
児
園
、
認
定

こ
ど
も
園
な
ど
を
利
用
す
る
３
～
５
歳

児
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
０
～
２
歳
児

の
保
育
料
が
無
償
に
な
り
ま
す
。

施
設
・
事
業
の
種
類
に
よ
り
、
無
償

化
の
手
続
き
、
要
件
、
利
用
上
限
額
な
ど

が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◦
幼
稚
園
、
保
育
園
、
幼
児
園
、
認
定

こ
ど
も
園
、
地
域
型
保
育
（
小
規
模
保

育
、
家
庭
的
保
育
）
を
現
在
ご
利
用
の

人
は
無
償
化
手
続
き
は
不
要
で
す
。

※
給
食
費
や
教
材
費
な
ど
は
、
別
途
必

要
で
す
。

※
企
業
主
導
型
保
育
も
無
償
化
の
対
象

と
な
り
ま
す
が
、
詳
細
は
利
用
施
設

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◦
幼
稚
園
の
預
か
り
保
育
、
認
可
外
保　

育
施
設
、
一
時
預
か
り
事
業
、
病
児

保
育
な
ど
を
ご
利
用
の
人
が
無
償
化

の
対
象
と
な
る
た
め
に
は
、「
保
育

の
必
要
性
の
認
定
」
が
必
要
で
す
。

◦
就
学
前
の
障
が
い
児
の
発
達
支
援
を

利
用
す
る
３
～
５
歳
児
の
利
用
料
が　

無
償
と
な
り
ま
す
。

詳
細
は
幼
児
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
幼
児
課

　

☎
551- 

０
４
２
４ 

ＦＡＸ
551 - 

０
１
４
９

令
和
元
年
10
月
か
ら
幼
児

教
育
・
保
育
の
無
償
化

8月16日の交通規制などへのご協力に感謝
　

去
る
８
月
16
日
に
栗
東
芸
術

文
化
会
館
さ
き
ら
で
開
催
さ

れ
た
「
教
育
研
究
全
国
集
会

２
０
１
９
」
に
際
し
、
同
集
会

に
反
対
す
る
団
体
の
抗
議
活
動

に
よ
り
、
期
間
中
に
お
け
る
騒

音
や
交
通
渋
滞
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
広
範
囲
に
及
ぶ
交
通

規
制
な
ど
に
よ
っ
て
、
規
制
区

域
へ
の
出
入
り
規
制
や
、
く
り

ち
ゃ
ん
バ
ス
の
運
休
な
ど
、
市

民
生
活
に
影
響
が
生
じ
、
皆
さ

ん
に
は
多
大
な
ご
心
配
を
お
か

け
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
事
故

や
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
が
な
か
っ

た
こ
と
に
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
の
お
か
げ
と
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

本
事
案
に
関
し
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
施
設
な
ど
の
貸
し

出
し
に
関
す
る
多
く
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
、
我
々
と
し
て
も

貴
重
な
教
訓
と
な
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
市
民
の
安
全
安

心
に
向
け
、
最
大
限
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
政
運
営

に
対
し
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

　
　

栗
東
市
長　

野
村　

昌
弘
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「輝く明日へ」
人権シリーズ⑦

毎
年
９
月
は
「
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
」
で
す
。
こ
の
期
間
に
合
わ
せ
て
本
市
も
、
同
和
問
題
へ
の
理
解
と

認
識
を
深
め
、
部
落
差
別
を
な
く
し
て
い
く
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
事
業
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
同
和
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

９
月
は
「
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
」

マ
ホ
・
ケ
ー
タ
イ
教
室
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

で
悩
ま
ず
、
市
や
関
連
機
関
（
大
津
地

方
法
務
局
☎
５
２
２- 

４
６
７
３
）
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

誰
も
が
同
和
問
題
に
関
し
て
、
正
し

く
理
解
し
、
一
人
ひ
と
り
が
差
別
を
な

く
す
主
体
者
と
な
っ
て
、
行
動
し
ま
し

ょ
う
。

そ
し
て
、
全
て
の
人
の
人
権
が
守
ら

れ
る
「
輝
く
未
来
」
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

市内量販店・駅での啓発活動

じんけんセミナー栗東

「
寝
て
い
る
子
を
わ
ざ
わ
ざ
起
こ
し

て
泣
か
せ
る
こ
と
は
な
い
」
と
い
う
考

え
方
の
よ
う
に
、「
同
和
問
題
に
つ
い

て
知
ら
な
い
人
に
伝
え
る
こ
と
は
、
か

え
っ
て
差
別
を
意
識
さ
せ
て
し
ま
う
こ

と
に
な
る
か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
問
題

に
ふ
れ
な
い
方
が
い
い
」
と
い
う
人
が

い
ま
す
。
こ
の
考
え
方
は
、
実
際
に
起

こ
っ
て
い
る
差
別
を
容
認
し
、
差
別
を

受
け
て
い
る
人
た
ち
に
我
慢
を
強
い
る

こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

同
和
問
題
の
解
決
の
た
め
に
は
、
私

た
ち
み
ん
な
が
、
正
し
く
理
解
・
認
識

し
、
差
別
を
な
く
す
た
め
に
行
動
を
起

こ
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

本
市
で
は
、
人
権
に
携
わ
る
団
体
と

と
も
に
量
販
店·

駅
で
の
啓
発
活
動
や

誰
も
が
参
加
し
や
す
い
学
び
の
機
会
と

し
た
「
じ
ん
け
ん
セ
ミ
ナ
ー
栗
東
」
や

「
人
権
文
化
事
業
」
な
ど
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
保
幼
園
・
小
学
校
で

の「
人
権
教
室
」や
、小
中
学
校
で
の「
ス

あ
ら
ゆ
る
差
別
の
加
害
者
に
も
、
被
害

者
に
も
な
ら
な
い
た
め
に
は
、
正
し
い
知

識
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

も
し
も
、
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
や
犯
罪

行
為
に
巻
き
込
ま
れ
た
場
合
は
、
一
人

　

今
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
わ
た
し
た

ち
の
生
活
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も

問
人
権
政
策
課

　

☎
551- 

０
１
０
８ 

ＦＡＸ
554 - 

１
１
２
３

の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

誰
も
が
気
軽
に
情
報
を
調
べ
、
発
信

で
き
る
便
利
さ
が
あ
る
反
面
、
匿
名
で

情
報
を
発
信
し
た
り
、
書
き
込
ん
だ
り

で
き
る
こ
と
か
ら
、
誹
謗
中
傷
や
身
元

調
査
、
特
定
の
地
区
が
同
和
地
区
か
ど

う
か
を
調
査
し
て
書
き
込
む
な
ど
の
、

人
権
侵
害
の
事
案
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
学
生
・
中
学
生
な
ど
の
青

少
年
の
利
用
が
年
々
増
加
し
て
お
り
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
利
用
し
た
、
い
じ
め
や

犯
罪
な
ど
、
被
害
者
や
加
害
者
に
な
る

ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
事
案
も
発

生
し
て
い
ま
す
。

「
寝
た
子
を
起
こ
す
な
」
で
は

　
差
別
は
な
く
な
ら
な
い
！

知
っ
て
お
き
た
い

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
人
権
の
話

人
権
団
体
の
協
力
の
も
と

　
　
　
　
　
本
市
の
啓
発
活
動

｢

一
人
ひ
と
り
の
人
権
を

　
　
　
尊
重
す
る
ま
ち
づ
く
り
」　
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児
童
館
の
開
館
日
が
週
３
日
に

問
子
育
て
応
援
課 

  

☎
551-

０
１
１
４　

 

ＦＡＸ
552-

９
３
２
０

施設名 開館時間 開館日
月 火 水 木 金 土

大宝東児童館
地域子育て包括支援センター

9:00
 ～ 17:00 ○ ○ ○ ○ ○

治田東児童館
地域子育て支援センター治田東

 10:30
 ～ 17:00
※土曜日は
９時開館

○ ○ ○ ○

金勝児童館
地域子育て支援センター金勝

 10:30
 ～ 17:00

○ ○ ○

葉山児童館 ○ ○ ○
葉山東児童館 ○ ○ ○
治田児童館 ○ ○ ○

治田西児童館 ○ ○ ○
大宝児童館 ○ ○ ○

大宝西児童館 ○ ○ ○

市
で
は
、
市
内
６
か
所
の

児
童
館
に
つ
い
て
、
開
館
日

を
週
２
日
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
10
月
か
ら
下
記
の
と
お

り
開
館
し
ま
す
。

今
後
も
引
き
続
き
、
多
く

の
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

■
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
・
児
童
館　
臨
時
職

員
の
募
集

市
で
は
児
童
館
で
働
く
仲

間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
方
法
、
職
務
内
容
、

勤
務
条
件
な
ど
の
詳
細
は
、

子
育
て
応
援
課
ま
で
お
問
合

せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

2019 年度児童館開館日（10 月～）

市
で
は
、
ご
縁
が
あ
っ
て
栗
東
市

に
引
越
し
を
さ
れ
た
人
、
結
婚
さ
れ

た
人
や
出
産
な
ど
に
よ
り
新
し
く
家

族
を
迎
え
ら
れ
た
人
に
お
祝
い
と
歓

迎
の
気
持
ち
を
こ
め
ま
し
て
、
庁
舎

１
階
に
記
念
撮
影
ブ
ー
ス
を
設
置
し

ま
し
た
。

婚
姻
届
や
転
入
届
は
も
ち
ろ
ん
、

市
役
所
に
お
立
ち
寄
り
の
際
は
、
ぜ

ひ
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
撮
影
で
使
用
す
る
カ
メ
ラ

は
来
庁
者
が
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

総
合
窓
口
課
職
員
に
お
声
か
け
い

た
だ
け
れ
ば
、
撮
影
の
お
手
伝
い
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

併
せ
て
、
授
乳
室
（
２
室
）
を
設

置
し
ま
し
た
。

ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
や
授
乳
用
チ
ェ
ア

を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
小
さ
な

お
子
さ
ん
を
お
連
れ
の
人
で
、
授
乳

や
お
む
つ
替
え
が
必
要
な
際
は
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

記
念
撮
影
ブ
ー
ス
・
授
乳
室
を

設
置
し
ま
し
た

問
総
合
窓
口
課　

　

☎
551- 

０
１
１
０ 

ＦＡＸ
553 - 

０
２
５
０

財
政
課

　

☎
551- 

０
3
０
8 

ＦＡＸ
554 - 

１
１
２
３

◀　

記
念
撮
影
ブ
ー
ス　

◀　

授
乳
室
の
表
示
イ
ラ
ス
ト　
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子 育 て 情 報
～就園に向けて～

就園の時期が近づくと、あれもこれもといろい
ろな思いが高まってきます。

子どもはもちろん、親にとってもはじめてのこ
とばかりで、期待する気持ちや不安な気持ちは親
も子も同じです。しかし、子どもの力はすごい！
子どもたちは、親が思っているよりたくましく頑
張り屋さんです。ですから安心して頑張り過ぎず
あたたかいまなざしで見守ってあげてください。

そこで、園生活が少しでも楽しく過ごしやすく
なるように、お子さんとひと工夫してみませんか。
持ち物には自分だけのマークを付けたり、好きな
キャラクターを取り入れたり、時には長く使える
よう落ち着いた柄の物にしてみるなど、楽しみな
がら少しずつ準備をはじめてみましょう。

また、園の見学や児童館に出かけてみてはいか
がですか。お友だちと楽しくおしゃべりしたり遊
んだり、家とは異なる場の雰囲気を感じることが
でき、同じ子育て真っ最中の仲間づくりの場とな
ります。

そして、少しずつ子どもが自分でできることを
増やしていきましょう。
「一歩下がって信じて見守る」
｢ 必要とされたときに必要な分だけお手伝いし

てあげる」
やってみようとする気持ちを育てるためには、

頑張りをたくさん褒めてあげ、自信をつけてあげ
ることが大切です。

一緒に喜び合うことでみんな元気になれます。
「早寝、早起き、朝ごはん」の生活リズムを大

切に、楽しく就園の準備をしましょう。

【捜査特別報奨金上限 300 万円】
びわ湖バラバラ殺人事件の情報提供のお願い

～災害に便乗した悪質商法にご用心！～
　地震や台風などの災害時には、それに便乗し
た悪質商法が多数発生しています。災害発生地
域だけが狙われるとは限りません。災害に便乗
した悪質な商法には十分注意してください。
＜相談事例＞
・日に３、４回訪問され、屋根の葺き替え工

事契約を迫られた
・屋根の無料点検後、このまま放置すると雨

漏りすると言われ高額な契約をさせられた
・豪雨で雨漏りし訪問してきた業者に修理し

てもらったがさらにひどくなった
＜アドバイス＞
・修理工事などの契約は見積もりをとって慎

重に
・契約をせかされてもその場では契約せず家

族や周りに相談を
・契約後でも契約解除できる場合がある
おかしいなと思ったら、早めに消費生活相談
窓口へご相談ください。

問自治振興課 消費生活相談窓口（無料相談）
　　９:15 ～ 12:00　13:00 ～ 16:00
　　☎ 551-0115　ＦＡＸ551-0432
　滋賀県消費生活センター（無料相談）
　　9:15 ～ 16:00
　　☎ 0749-23-0999　

平成20年５月に発生しました「びわ湖バ
ラバラ殺人事件」は、近江八幡警察署に捜
査本部を設置して捜査を継続しています。
この事件は、発生から約10年が経過した昨
年末に、被害者の身元が川本秀行(かわもと 
ひでゆき)さん（平成20年当時39歳）であ
ることが判明しましたが、いまだ犯人の特

定に至っておりません。
川本秀行さんや事件について

何かご存じの人がおられました
ら、下記連絡先まで情報提供を
お願いします。

問滋賀県近江八幡警察署　☎ 0748-32-0110
　捜査本部フリーダイヤル　☎ 0120-32-0027
　メールアドレス　PA35@pref.shiga.lg.jp

▲被害者川本秀行さん
の本人写真の模写

問地域子育て支援センター
・大宝東児童館内  ☎ 551-2370  ＦＡＸ 551-2330
・治田西カナリヤ第三保育園内
                         ☎ 553-3907  ＦＡＸ 553-3908
・金勝児童館内     ☎ 558-3527  ＦＡＸ 558-3527
・治田東児童館内  ☎ 554-6115  ＦＡＸ 554-6116
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16

問
幼
児
課　

　

☎
551-

０
４
２
４　

ＦＡＸ
551-

０
１
４
９

よ
り
よ
く
生
活
す
る

た
め
の
12
か
条
18

絵馬に込められた
いのり

151

問栗東歴史民俗博物館
　☎ 554-2733　ＦＡＸ 554-2755

①まげをくくり付けた絵馬
　善勝寺旧蔵

②女学生を描いた絵馬
　善勝寺旧蔵

神
仏
へ
の
願
い
を
込
め
て
、
あ
る

い
は
願
い
が
か
な
っ
た
お
礼
と
し
て
、

社
寺
に
奉
納
す
る
額
や
板
絵
の
こ
と

を
絵
馬
と
い
い
ま
す
。
絵
馬
の
起
源

と
し
て
は
、
も
と
も
と
は
神
社
に
神

馬
と
し
て
馬
を
さ
さ
げ
る
こ
と
が
行

わ
れ
て
い
た
も
の
が
、
馬
を
描
い
た

絵
を
代
用
し
て
奉
納
す
る
よ
う
に
な

っ
た
と
す
る
説
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

絵
馬
に
込
め
る
願
い
は
人
に
よ
っ
て

さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
例
え
ば
「
病
気

平
癒
」
や
「
安
産
祈
願
」、「
学
業
成
就
」

や
「
商
売
繁
盛
」
と
い
っ
た
願
い
が

一
般
的
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

皆
さ
ん
も
、
こ
れ
ら
の
願
い
を
込
め

た
絵
馬
を
、
社
寺
に
奉
納
し
た
こ
と

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

平
成
25
年
（
２
０
１
３
年
）
に
廃

寺
と
な
っ
た
善
勝
寺
（
御
園
）
に
は
、

幕
末
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
、
地

元
の
人
び
と
が
奉
納
し
た
絵
馬
が
、

数
多
く
残
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
例
え

ば
、弘
化
２
年（
１
８
４
５
年
）に
は
、

48
歳
の
男
性
が
、
自
ら
の
ま
げ
を
く

く
り
つ
け
た
絵
馬
を
奉
納
し
て
い
ま

す
。
こ
の
絵
馬
に
は
、
奉
納
し
た
理

由
ま
で
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
ど

の
よ
う
な
願
い
を
込
め
た
も
の
か
は

明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、

ま
げ
を
く
く
り
付
け
た
絵
馬
に
は
、

安
政
６
年
（
１
８
５
９
年
）、
39
歳

の
男
性
が
「
禁
酒
」
を
誓
っ
て
、
円

満
寺
（
近
江
八
幡
市
）
に
奉
納
し
た

も
の
も
残
さ
れ
て
お
り
、
幕
末
期
の

庶
民
の
信
仰
を
考
え
る
貴
重
な
資
料

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
明
治
時
代
に
善
勝
寺
に
奉

納
さ
れ
た
絵
馬
の
中
に
は
、
長
い
髪

を
リ
ボ
ン
で
束
ね
、
振
そ
で
に
は
か

ま
を
着
け
、
靴
を
は
い
て
洋
傘
を
持

つ
女
学
生
の
す
が
た
を
描
い
た
も
の

が
あ
り
ま
す
。
明
治
維
新
以
降
、
政

府
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
、
教
育
の

近
代
化
と
生
活
の
洋
風
化
が
、
地
方

に
ま
で
及
ん
で
い
た
こ
と
を
物
語
る

資
料
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館
で
は
、
善

勝
寺
の
ほ
か
に
も
、
井
口
天
神
社

（
辻
）
や
地
蔵
堂
（
綣
）
な
ど
、  

栗

東
市
内
の
社
寺
に
伝
え
ら
れ
て
き
た

絵
馬
を
収
蔵
し
て
い
ま
す
。
９
月
14

日
㈯
か
ら
開
催
す
る
特
集
展
示
「
え

が
か
れ
た 

い
の
り
｜
絵
馬
・
額
｜
」

で
は
、
円
満
寺
か
ら
寄
託
を
受
け
る

絵
馬
も
含
め
て
展
示
し
、
地
域
に
生

き
た
人
び
と
が
絵
馬
に
込
め
た
、
さ

ま
ざ
ま
な 

い
の
り 

に
つ
い
て
考
え

ま
す
。

※
善
勝
寺
に
伝
来
し
た
文
化
財
は
、　

一
部
は
栗
東
市
外
の
寺
に
移
さ
れ

ま
し
た
が
、
多
く
の
文
化
財
が
阿

弥
陀
寺
（
東
坂
）
の
所
有
と
な
り
、

栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館
に
寄
託
さ

れ
て
い
ま
す
。

①

②

《治田東幼児園》「言葉を添えて丁寧に」

毎
朝
４
・
５
歳
児
は
、
ク
ラ
ス

の
出
欠
状
況
を
職
員
室
に
伝
え
に

行
き
ま
す
。「
今
日
は
、
〇
人
お

休
み
で
す
」
と
言
っ
て
ク
ラ
ス
ご

と
に
出
欠
カ
ー
ド
を
職
員
に
渡
し

て
い
ま
す
。

当
番
活
動
の
一
つ
で
す
が
、
報

告
を
す
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、

入
室
前
に
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
」「
失
礼
し
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
を
し
、
カ
ー
ド
を
渡
す
時
に
は

「
お
願
い
し
ま
す
」
と
言
葉
を
添

え
て
丁
寧
に
渡
す
こ
と
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。

あ
い
さ
つ
を
す
る
こ
と
を
習
慣

づ
け
る
と
と
も
に
、
自
分
の
こ
と

ば
で
相
手
に
思
い
を
伝
え
る
こ
と

で
、
人
と
の
関
わ
り
や
つ
な
が
り

を
う
れ
し
く
思
え
る
よ
う
、
毎
日

の
生
活
や
遊
び
の
中
で
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。



上手い！たくみな技術
美味い！みごとな料理
旨い！！くらしの知恵
馬！！！栗東といえば
など、まちの「うますぎ！」を紹介します。
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～2018年度 21世紀スローガンコンテスト 優秀賞作品～

今月のうますぎ★ブランド ることができています。
ビニールハウス２棟が全壊しながらも、被害を

乗り越え生産が再開した農家のひとり、佐野さん
のつくる「栗東いちじく」を紹介します。

佐野さんはいちじくの生産歴 20 年というベテ
ランです。いちじくは、大切に育てられた親木か
ら毎年伸びる枝に、実をつけます。親木からの栄
養を吸い上げたいちじくは、甘く大きく実ります。

金勝地域の園児たちも、佐野さんのいちじくが
大好きです。毎年３月から 12 月まで年５回、い
ちじくの生育を見守っており、収穫したいちじく
でジャム作りも体験します。

佐野さんのいちじくは 10 月まで市場に出荷さ
れるほか、市内直売所で購入することができます。

災害から復活を遂げられた農業者を皆さんも応
援してください！

　　　　
　　

平成 30 年 9 月、全国的に大規模な被害をもた
らした台風 21 号。本市でも 250 棟を超えるビ
ニールハウスが大きな被害を受けました。

栗東いちじくを栽培するビニールハウスも例外
ではなく、甚大な被害を受けましたが、生産者の
皆さんの「負けない気持ち」により、復活を遂げ

災害からの復活！ 栗東いちじく

問農林課・農政係
　☎551-0124　ＦＡＸ551-0148

株式会社 ACTYPower
は 2014 年に設立し、
2019 年で 5 年目を迎
えました。主に整形
外科手術に使用する
インプラントや手術
器具を設計、販売し
ています。「優れた医

療機器を創出することにより、人類社会の進歩発
展に貢献する」という企業理念のもと、事故によ
るケガや脊椎などの病気でお困りの人たちのお力
になりたいという一心で開発を進めてきました。

こまめにミーティングを重ね、社員全員で情報
を共有することにより大企業にはできないチーム

ワークとスピーディーさを兼ね備え、設立 3 年
目に脊椎手術用インプラントの承認を取得致し
ました。翌年に腓骨用インプラント、2019 年で
は頸椎用インプラント、外反母趾用インプラン
ト、大腿骨用インプラントの 3 件の承認を取得し、
たくさんの患者様、お医者様より感謝のお声を頂
戴しています。

このたび、市から生産性向上特別措置法に基づ
く先端設備導入の認定を受け、画像寸法測定器を
導入したことで、より高精度の検査が可能となり、
品質維持やより質が高い製品づくりができるよう
になりました。

普段は気がつきませんが、いざ体に不自由を感
じる状態となった時に健康の大事さを身に染みて
お感じになられると思います。そんな皆さまの「い
ざ」を支え、少しでも痛みや不安を和らげるため
の商品開発に今後も努めていきます。

今月のキラリ★企業
株式会社ＡＣＴＹＰｏｗｅｒ
■住所…下鈎543-2　☎535-9073　ＦＡＸ535-9074
■ホームページ…http://www.actypower.co.jp/
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音楽に合わせて、手指でタップネス

市
に
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

７月24日（市役所）
　女性と子どもの支援活動に取り組まれて
いる「国際ソロプチミスト淡

お う み

海」より、大
型絵本など41冊を市内23園に、トランポ
リン２台をことばとまなびの教室に寄贈い
ただきました。子どもたちの健やかな成長
のために大切に活用させていただきます。

平
和
都
市
推
進
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
展
示

７月26日～８月２日（市役所）
　市では「心をつなぐふるさと栗東」平和
都市宣言により、市役所１階ロビーにて、
滋賀県内の戦争中の様子を描いたパネルと
市内の小学生が描いた平和を願うポスター
などを展示しました。戦争の悲惨さを今一
度学び、平和を願う気持ちを新たにしました。

８月６日（コミュニティセンター治田西）
　コミュニティセンター４会場で親子
ベーキング教室が開催されました。講師
はモンペおばさんで慕われる中井あけみ
さん。パン生地をこねて、丸めて「ちぎ
りパン」と「ポンデケージョ」の焼き上
がりを楽しみにする子どもたちの姿があ
りました。

栗東産の米粉で
親子パン作り

８月（市内各所）
　毎年恒例の夏まつりが各地域で開催され、大
勢の住民が集まり、地域との交流を深めました。

各地で夏まつりを開催
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フ
ォ
ト

ニ
ュ
ー
ス

７月12日（コミュニティセンター大宝東）
　歌いながら、曲のリズムに合わせて指で机を打ち、時に
グー、パーや手拍子をするTapness（タップネス）。コミセ
ン大宝東の自主企画事業として、八木講師のもと、軽やかな
刺激が脳を活性化する健康増進法を参加者の皆さんが楽しく
実践されました。

音楽に合わせて、手指でタップネス

７月14日（葉山東小学校）
　葉山東小学校創立40周年事業の一つ
として、20年前にみんなの夢や希望を
詰め込んだタイムカプセル。
　当日、参加者が50センチほど手堀
りしてから、重機で深堀りし引き上げ
ると歓声が沸きました。湿気対策のも
み殻と木炭の効果からか、当時のまま
の綺麗な姿で保存されていました。約
170人が集まり、久しぶりに会う仲間
や先生との再会もあり、笑顔や笑い声
で会場が包まれました。

７月28日（市民体育館）
　栗東市スポーツ推進委員協議会が「第
10回栗東市ふれあいニュースポーツ大会」
を開催。３人組18チーム、小学生も含め
総勢54人が参加。「スローイングビンゴ」、

「ディスコン」、「安全吹き矢」の三種目で
勝ち点を競いました。今回は「安全吹き矢」
で個人賞を設け、高得点をねらって大きく
盛り上がりました。

20 年前のタイム
カプセルを開封！

ニュースポーツで交流

～タイムカプセル展示公開～
11 月３日㈷の「葉山東学区ふれあいまつり」
に合わせて展示公開・手渡しします！
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人口（8月１日現在）　人口69,972人　男34,896人　女35,076人　前月より 70人増　世帯数28,247世帯

★輝く栗東人
車椅子レクダンスで皆さんを笑顔いっぱいに

■
活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

介
護
講
座
で
知
り
合
っ
た
仲
間
た
ち

と
平
成
16
年
に
結
成
し
、
活
動
が
始
ま

り
ま
し
た
。「
車
椅
子
レ
ク
ダ
ン
ス
」

は
車
椅
子
を
利
用
さ
れ
て
い
る
人
と
健

常
者
が
ペ
ア
に
な
り
、
手
を
取
り
な
が

ら
音
楽
に
合
わ
せ
て
、
一
緒
に
踊
る
も

の
で
す
。
同
じ
目
線
で
、
相
手
の
体
調

に
も
配
慮
し
な
が
ら
、
一
人
ひ
と
り
に

合
わ
せ
て
、
共
に
楽
し
く
踊
れ
る
よ
う

に
心
が
け
て
い
ま
す
。

私
た
ち
自
身
が
楽
し
ん
で
、
い
つ
ま

で
も
健
康
に
過
ご
し
、
介
護
保
険
の
お

世
話
に
な
ら
な
い
こ
と
も
大
き
な
目
的

で
す
。

■
活
動
内
容
は
？

栗
東
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
で
、
月
２
回
集
ま
り
、
毎
年
発

表
さ
れ
る
３
曲
の
新
し
い
ダ
ン
ス
を
和

気
あ
い
あ
い
と
練
習
し
て
い
ま
す
。
振

り
付
け
の
動
き
を
み
ん
な
で
合
わ
せ
る

の
が
難
し
い
で
す
が
、
心
を
合
わ
せ
て

和
や
か
な
雰
囲
気
で
、
楽
し
み
な
が
ら

や
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
10
月
12
日
㈯
の
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ご
や
か
ま
つ
り
」
の
ス
テ
ー
ジ

発
表
に
向
け
て
「
あ
り
が
と
う
の
花
」
と

い
う
曲
を
練
習
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
あ
り
が

と
う
の
花
を
咲
か
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
一
緒
に
参
加
し
て
い
た
だ

け
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

■
ひ
と
こ
と
メ
ッ
セ
ー
ジ

結
成
か
ら
14
年
が
経
ち
、
メ
ン

バ
ー
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
の

で
、
活
動
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に

も
、
今
後
は
若
い
人
た
ち
に
も
加
入

し
て
も
ら
っ
て
一
緒
に
楽
し
く
交
流

で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
福
祉
施
設
や
学
校
な
ど
依
頼
が

あ
れ
ば
ど
こ
へ
で
も
出
掛
け
、
共
に

ダ
ン
ス
を
楽
し
み
な
が
ら
皆
さ
ん
の

お
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一
緒
に
活
動
し
て
い
た
だ
け
る

人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
依
頼
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

昨年のボランティアなごやかまつりでは「上を向いて歩
こう」を披露し、来場者の皆さんと踊りました。

　平成16年12月に車椅子レクダンス「ほのぼの会」を
結成。平成29年4月1日、NPO法人日本車椅子レクダン
ス協会栗東支部に認定。車椅子レクダンスを通じて、
地域の高齢者や障がいのある人たちと楽しく交流する
ボランティア団体。現在メンバーは10人、これまでの
レパートリーは42曲。
　協会本部では「東京五輪音
頭2020」車椅子バージョン
を創作し普及中。同日・同時
刻に同じ曲で全国の会場で各
団体が考えた表現で踊ります。

日本車椅子レクダンス協会
栗東支部「ほのぼの会」


